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日
大
変
躍
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い
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と
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あ
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す
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寸
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を
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然
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ぐ

推
薦
す
る
事
令
同
意
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れ
ま
内
な
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当
市
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け
る
本
年
の
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o

火
災
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生
状
況
は
次
の
と
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で
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り
ま
す
。

去
る
十
一
月
二
日
市
役
所
議

場
で
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が
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れ

次
の
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た
0
・

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
魚
津
市

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
(
第

~
四
回
〉今

回
の
追
加
予
算
額
は

二
五
.
九
五
二
一
二
一
一
一
一
円

内
主
な
る
追
加
は
、

O
簡
易
水
道
布
設
事
業
費

玉
、
二
九
入
、

0
0・
0
円

。
小
学
校
費
ハ
施
設
費
)

一
0
.六
二
一
一
二

.玉
O
円

。
諸
支
出
金
ハ
貸
付
金
)

八
、
五

0
0
.
0
0
0円

富
山
産
業
大
陣
覧
会
魚
種
会

場
経
費
資
金
一
時
貸
付

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
魚
津
市

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設

勘
定
歳
出
更

E
予
算

一
、
平
算
外
義
務
負
担
を
な
す

の
件富

山
産
業
大
同
院
会
魚
津
会

場
に
対
す
る
補
助

金
四
、

0
0
0
、
0
0
0円

一
、
寄
附
物
件
受
納
の
件

「
水
族
館
の
土
地、

建
物
附

属
地
設
協
係
」

.一

、
魚
津
市
較
査
妥
員
の
報
酬

及
が
費
用
#
償
の
支
給
に
関
す

る
集
例
設
定
め
件

一
、
魚
津
市
農
業
委
員
会
の
委

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支

給
に
関
す
る
条
例
設
定
の
件

一
、
魚
律
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
の
支
給
に
関
す
る
条
例

設
定
の
件

一
、
魚
津
商
簡
易
水
道
条
例
設

…
賑

わ

っ

た

水

族

館

一
一
る
様
に
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま

一す
が
、
本
年
は
こ
の
全
五
日
を

皆
さ
ま
の
御
協
力
に
よ
っ
て

一も
っ
て

一
応
観
賞
期
聞
を
打
切

本
年
四
月
富
山
博
魚
津
会
場
と

一
り
、
標
本
や
諸
施
設
は
そ
の
ま

し
て
水
族
館
ル
設
置
し
、
世
界

一
与
で
皆
さ
ま
の
会
合
そ
の
他
に

に
誇
る
屡
気
楼
、
蛍
い
か
、

埋一

御
利
用
原
い
た
い
と
考
へ
て
お

没
林
の
奇
観
と
共
に
あ
ま
ね
く

一
旬
ま
ず
。
水
族
館
の
今
後
吟
施

江
湖
に
観
光
魚
津
守
紹
介
致
し

一設
の
充
実
に
つ
い
て
も
、
本
年

ま
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
迄
の
入

一
の
経
験
を
生
か
し
、
い
ろ
/
¥

場
者
一
一
一
十
九
万
人
の
多
き
を
数

一
と
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

へ
、
十
一
月
に
入
っ
て
か
ら
も

一共
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致

多
数
の
観
覧
者
を
数
え
る
状
況
し
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
見

逃
せ
な
い
こ
と
は
水
族
館
を
通

じ
て
商
底
、
旅
館
、
交
通
機
関

の
繋
り
に
加
え
て
、

全
国
的
に

魚
津
を
紹
介
し
得
た
こ
と
は
、

今
後
す
べ
て
の
面
で
全
国
舞
台

へ
進
出
す
る
契
機
と
も
な
っ
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

況一恥
μ
、一2

ud州一
和

生一晴
、
容
一

肉
ル
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が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
力
強

く
、
只
人
参
の
出
品
も
少
く
、

優
品
も
出
て
い
な
か
っ
た
の
が

惜
し
か
っ
た
。

次
に
果
実
九
五
点
出
品
さ
れ

あ
の
一
五
台
台
風
に
も
不
拘
ら

ず
、
り
ん
ご
に
於
て
プ
ー

ル
デ

一
三
ア
リ
シ
ヤ
ス
産

は
。
設
に
味

覚
を
さ
そ

う
立
派
な

も
の
で
し

た
。
柿
は

渋
は
平
種

無
、
甘
柿

は
水
島
と
官
有
に
統
一
さ
れ
た

事
は
喜
ば
し
い
。
も
っ
と
加
工

し
て
出
荷
す
る
様
に
し
た
い
も

の
で
す
。

次
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
で
あ
h

リま

す
が
、
出
品
は
四
九
点
、

富
山

県
で
は
只
魚
館
市
だ
け
に
栽
培

さ
れ
、
今
後
特
産
的
色
彩
が
濃

厚
な
だ
け
あ
っ
て
、
優
品
も
可

官
あ
っ

た
。

其
他
出
品
九
点
あ
り
ま
し
た

が
、
菊
の
盆
栽
は
会
場
を
和
か

に
し
て
く
れ
泊
に
よ
か
っ
た
。

総
出
品
点
数
四

0
0
点
中
、
審

査
の
結
果
優
等
三
点
、
一
等
一

O
点
、
二
等
二

O
点
、
=
一等
二

五
点
で
あ
り
ま
し
た
。

(2) 

つ
ぷ
揃
い
の
農
産
品
評
曾

改
良
と
栽
培
技
術
の
向
上
目
立
つ

昭和 29年 11月 15.日発行報広n市

方
色
を
発
揮
し
て
越
地
北
民
王

一

義
で
識
に
気
持
良
く
、
審
査
致

一

し
ま
し
た
。

洗
長
に
魚
津
の
特

一

産
だ
け
あ
っ
て
、

葱
、
玉
葱、

一

蓮
根
に
優ロ聞
が
あ
り
九

同凶草
跡

一

作
の
白
菜
も
、
年
ξ
共
に
優
口問

津

H

市
税
納
税
月
間
実
施
μ

本
市
で
は
十
一
月
二
十
日
か

ら
十
二
月
二
十
日
迄
を
市
税
納

昌
主
税
月
間
と
定
め
納
税
思
想
の
高

司

J

・
議
運
動
を
起
し
税
金
は
必
ら
ず

納
期
限
内
に
納
め
る
よ
う
、
叉

滞
納
と
な
っ
て
い
る
税
金
は
こ

の
納
税
月
間
の
内
に
最
非
完
納

さ
れ
る
こ
と
を
、
お
願
い
し
、

市
民
各
位
に
と
の
運
動
の
趣
旨

を
よ
く
御
理
解
下
さ
れ
御
協
力

下
さ
る
と
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

税
金
は
御
承
知
の
と
お
り
、

市
政
の
あ
ら
ゆ
る
原
動
力
で
納

期
限
内
に
お
納
め
に
な
ら
な
か

っ
た
不
足
は
、
直
ち
に
市
の
事

業
計
画
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
と
な
り
、
更
に
叉
予
定
し
た

期
聞
に
予
定
し
た
税
金
が
納
ら

な
か
っ
た
た
め
に
、
借
入
金
を

も
っ
て
賄
う
と
き
は
高
利
な
利

子
を
負
担
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
だ
け
無
駄
な
負
担
が

加
は
り
)
従
っ
て
市
の
発
展
を

お
く
ら
せ
る
こ
と
と
な
る
重
要

な
意
義
と
役
割
を
も
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
納
期
に
お
く
れ
な

/昭和2ヂ年g:月13日l
h第三種郵便物認可1〈第56号〉

い
よ
う
に
特
に
と
の
機
会
に
お

願
ひ
し
ま
す
。

な
お
滞
納
に
な
っ
た
場
合
に

は
次
の
よ
う
に
取
扱
は
れ
ま
ず

か
ら
御
注
意
を
望
ん
で
お
り
ま

す。@
納
期
限
に
遅
れ
た
場
合

。
延
滞
金
を
徴
政
し
ま
す

ハ
納
期
の
翌
日
か
ら
納
付
の

日
ま
で
の
回
数
に
応
じ
本
税

百
円
に
つ
き
日
歩
四
銭
の
割

合〉

@
督
促
状
の
発
布

ハ
納
期
限
が
過
ぎ
催
告
書
の

指
定
期
日
も
過
ぎ
更
に
納
付

が
な
い
場
合
に
)

O
督
促
手
数
斜
を
徴
収
し
ま

す〈
督
促

二
地
に
つ
き
ニ

O
円〉

の
延
新
加
算
金
を
徴
牧

ハ
督
促
状
の
指
定
期
限
迄
に

納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
指
定

期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
自

主
で
の
日
数
に
応
じ
本
税
百

円
に
つ
き
日
歩
四
残
の
割
合

で
延
滞
金
の
外
に
徴
放
さ
れ

ま
す
〉

+
月
二
十
六
日
か
ら
十
一
月
+
日
々
で

+
月
=
十
六
日
ハ
火
〉

市
議
会
建
設
蚤
員
会
開
催

荷
停
島
一
元
日
本
銀
行
総
裁
及
び

一
建
設
省
河
川
局
地
方
道
課
長

一
等
水
族
館
、
坦
没
林
館
を
視

一

察

一

長
野
県
須
援
市
よ
り
行
政
視

一
察
の
た
め
来
市

一
企
=
+
七
日
〈
水
〉

一
市
議
会
商
工
水
際
委
員
会
開

一

催

一
加
積
地
区
敬
老
会
開
催

一
企
=
+
八
日
ハ
木
〉

一
市
民
生
問
書
委
員
大
会
開
催

一
全
=
十
九
日
(
金
〉

一
市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

一

富
山
県
僻
地
教
育
研
空
大
会

一
を
白
倉
小
学
校
に
於
い
て
開

一

催

一
全
三
+
日
(
土
〉

一
白
倉
随
道
開
通
式

-
+
一
月
一
日
ハ
月
〉

魚
津
水
族
館
運
営
零
員
会
開

水
害
条
件

一
0
年
間
の
出
水
回
数
、

出
水
時
期

以
上
の
各
事
項
を
一
級
よ
り
七

級
ハ
労
働
条
件
八
級
〉
ま
で
に

分
け
て
夫
々
点
数
が
定
め
て
あ

1
1
1
11

り
、
小
作
地
を
一

筆
毎
に
調
査

小
作
粧
は
昭
和
二
十
五
年
以
来
最
高
反
当
り
六

O
O円
の
し
て
該
当
級
の
点
を
つ
け
て
合

線
で
頭
打
さ
れ
て
い
ま
す
が
昭
和
三
十
年
度
よ
り
全
国
一
計
点
を
求
め
、
其
の
小
作
地
の

斉
に
改

E
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

数
値
を
決
定
す
る
o

満
点
は
回

こ
れ
が
改
訂
に
当
つ
て
は
国

土
質
条
件

四

、

0
0
0点
、
畑
=
一
、

0
0

が
農
地
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
作
土
の
厚
さ
、
磁
の
多
少

O
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り

一
定
の
基
準
を
示
し
、
市
作
土
の
土
色
!

一:
:
・
・
・

合
計
点
は
其
の
農

町
村
農
業
委
員
会
は
実
地
に
つ
班
鉄
の
多
少、

…

趨

て

…

地
の
数
値
と
な
っ
て

き
小
作
地
の
調
査
を
行
い
、

県

保
水
の
良
否
、

…

j
γ

…

小
作
料
を
定
め
る
基

知
事
の
認
可
を
受
け
て
小
作
斜

回
面
の
乾
湿
‘

…

ι上
山

…

礎
に
な
り
ま
す
。
調

の
最
高
額
を
定
め
る
こ
と
に
な
地
下
水
位
、

…

ト

/

，

…

査
の
結
果
従
前
の
合

り
ま
し
た
。

湧
水
の
有
無
.

J

F
b

こ

…

盛
と
著
し
く
相
違
し

当
市
に
お
い
て
は
十
一
月
よ

濯
減
水
水
温
、

…

れ
uv

…

た
り
叉
は
不
審
の
点

り
閉
春
に
か
け
て
本
調
査
を
実

労
働
条
件

…

地

強

…

が
あ
る
場
合
は
再
調

施
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
寄
部
落
か

…

;

金

夫

…

査
を
申
出
る
こ
と
が

調
査
は
各
出
張
所
毎
に

調

査

班

ら

集

荷
地
及

…

作

竿

…

出
来
ま
す
。

を
作
っ
て
実
施
し
ま
.

0

・

4nE一

国
の

示

す

調

査

基

準

討

び

壁

ま

で

…

ト

jv
…

叉
土
地
改
良
事
業

気
象
条
件

i

の
道
程

…

ノ

.
当副
W

…

等
を
行
っ
て
其
の
条

無
霜
日
数
、
根
雪
回

数

.

面

積
、
地
型

γ
j
i
-
-
:
:
:
:
-b
i
o
-
-
・:

件
事
項
が
変
っ
た
と

八

月

気

温

、

風

の

状

況

、

土

壌

、

き

及

び

新

た

に

小

作

契
約
を
結

影
の
程
度
司

濃
霧
日
数
、

障
害
物
、

水
利

の

便

否

ぷ

場

合

は

そ

の

都
度
こ
の
調
査

を
行
っ
て
そ
の
小
作
地
の
数
値

を
決
定
し
て
、
ぃ
小
作
斜
を
定
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

街
こ
の
調
査
は
小
作
斜
を
定

め
る
重
要
な
調
査
で
あ
っ
て
、

其
上
非
常
に
多
数
の
筆
数
が
あ

る
の
で
、
何
れ
出
張
所
よ
り
細

部
に
つ
い
て
関
係
農
家
に
御
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
ふ
思
い

ま
す
が
、
其
の
切
は
宜
敷
お
願

い
し
ま
す
。

公

民

館
湿
り
が
多
い
こ
と
。

更
に
割
合
に
湿
度
の
高
い
場

合
に
、
土
醸
の
中
で
は
細
菌
の

働
き
で
稲
の
場
合
と
同
じ
様
に

酸
化
層
と
還

元

層

に
分
れ
ま

す
。
こ
の

酸
素
不
足
の
還
元
層

で
は
、
水
に
と
け
な
い
形
の
一
一
一

価
の
鉄
(
赤
サ
ピ
V

が
細
菌
に

酸
素
を
と
ら
れ
る
と
水
に
と
け

砂
糸
川
け
宝

ー
ネ
、
ど
/
/
O

十

栄
養
不
良
と
な
り

黄

化

し

ま

す
。
こ
ん
な
麦
の
根
を
顕
微
鏡

で
見
る
と
、

接
さ
れ
た
組
織
と

共
に
細
胞
の
リ
グ
ニ
シ
化
し
た

の
や
鉄
が
集
積
し
て
い
る
の
が

見
ら
れ
る
の
で
す
。

麦
は
斯
号
し
た
弱
り
に
つ
け

と
ん
で
雪
腐
病
に
や
ら
れ
ま
す

こ
の
雪
腐
病
に
褐
色
雪
腐
病

鉄
色
雪
腐
病
1

菌
巌
病
の
三
つ

が
あ
り
ま
す
。

乙
の
防
除
に
は
水
稲
の
イ

モ
チ
防
除
に
使
わ
れ
た
三
キ
ロ

入
り
セ
レ
サ

ン
石
灰
を
反
当

一

袋
積
雪
前
に
撒
い
て
下
さ
い
。

叉
可
成
的
除
雪
に
努
め
て
雪
下

回
数
を
短
縮
す
る
。

信
紫
雲
英
に
も
同
様
菌
該
病

に
よ
っ
て
雪
腐
れ
に
な
り
、
生

産
不
安
定
の
憂
は
あ
る
が
、
麦

同
様
セ
レ
サ
シ

石
灰
の
撒
布
に

よ
っ
て
安
定
を
期
せ
ら
れ
た
い

も
の
で
す
。

11ζ 

貸

出

文

庫

月

一
-ーー.J<・.

十

出 頂の新る 早 てた豆た 悪 早まなれ ま
E古次きで六も生はのの様く取すも良先ず種
ふにた、号の見シは 磨 で 、 の が のくづれ 嶺 じ 着 の 淘 は 加 今
一読い今はは出ロ，見きす乾 関 、が充 毅 ば別ま々栽に昨え年

実害急籍取引ぞお守祭主警告、話τ持5TJモ
点あい 製 胴l、等、〈た、一充弓良て七 い ggk益2護審
二31左京長さま4h霊E霊童区五五 五 良 堪 現し 降 も
般 す 0 意 ギ奴 相 葉 にがに 悪 は 領 で 燥 出 判 の飽 象 ての御査
に が し っ 菩 当 、つあ大か 梢 は あ 充 品 致 跡ので、台承

地、 て日 付 iiいつ小つ々、り分 さ し 蓄を号空襲努概
品 評 会 場 ・はしま 優 き 通

れむす 品 にり、
てる。がも、 tノU

い処是揃不 春
る で れ つ 拘以
事 あはて ら来
はり 皆 いずの
心，ま 様 る 、 悪
強 しの 事 出天
くて日は品候感、頃、物に

問

麦
や
紫
雲
英
の
雪
腐
れ
対

策
を
お
き
与
し
た
い

答
麦
に
つ
い
て
は

い必
期
播

き
を
し
て
、
秋
の
中
に
温
か
き

ゃ
日
光
に
よ
っ
て
、
体
に
十
分

栄
養
を
貯
え
て
、
百
日
の
雪
の

下
を
越
す
準
備
を
さ
せ
て
頂
く

様
重
ね
/
¥
申
し
ま
し
た
が
、

催

一
之
れ
か
ら
の
う
つ
手
は
湿
害
と

全
二
日
ハ
火
〉

一
病
害
を
防
ぐ
方
法
を
構
じ
て
頂

市
議
会
臨
時
金
開
催

一
く
と
と
で
す
。

金
沢
財
務
局
長
水
族
館
視
察

一

湿

害
対
策
は
雨
の
降
る
日

り
た
め
来
市

l

一鍬
を
か
つ
い
で
麦
畑
へ
行
き
、

一
水
の
た
ま
り
状
簡
を
見
て
瀞
を

全

三

日

ハ

水
V

.

一一
掘
り
下
げ
て
、
水
は
け
の
よ
い
る
形
の
二
価
の
鉄
ハ
亜
酸
化
鉄
)

文
化
の
日

一様
努
め
て
頂
く
こ
と
で
す
o

に
な
り
ま
す
o
麦
の
根
は
稲
の

魚
津
市
美
術
展
覧
会
を
西
部
一
今
か
ら
春
四
月
に
か
け
て
よ
様
に
組
織
が
密
で
な
く
、
其
の

中
学
校
に
於
い
て
開
催

一く
見
ら
れ
る
黄
化
現
衆
は
、

湿

上
酸
素
を
出
し
て
根
の
ま
わ
り

企
四
日
(
木
〉

一害
で
す
。
秋
の
中
な
ら
ば
湿
り
を
酸
化
す
る
様
な
事
を
し
な
い

西
硝
波
郡
戸
出
町
議
会
議
長
一

で
生
え
な
か
っ
た
り
、
一

E
生

・の
で
と
け
て
い
る
こ
価
の
鉄
が

等
行
政
事
務
視
察
の
た
め
来
一
え
た
も
の
が
腐
っ
て
な
く
な
っ
細
胞
の
中
へ
そ
の
健
入
っ
て
ゆ

市

一

た

り

し

ま

し

た

が

、

之

か

ふ

も

き

ま

す

0

・そ
う
す
る
と
細
胞
が

一
安
心
は
な
り
ま
せ
ん
。
其
の
わ
り
グ
ニ
シ
化
ハ
震
化
〉
し
て
養

全
亙
日
(
金
〉

一一
け
を
申
し
ま
す
と
、
土
の
中
に
分
の
移
行
が
悪
く
な
り
結
局
、

市
農
業
委
員
会
定
例
会
開
催
「
l
l
l

企
穴
日
ハ
土
)

一

市
議
会
水
道
委
員
会
開
催

一

企

七

日

ハ

日
)

一

全
国
市
長
会
議
に
出
席
の
た

一

め
市
長
徳
島
市
へ
出
張

全
九
日
ハ
火
〉

供
米
割
当
指
示
打
合
会
に
平

沢
助
役
出
席

旧
村
部
、
青
年
団
な
ど
か
ら

一
来
ま
す
か
ら
、
一
度
公
民
館
の

相
当
前
か
ら
要
望
の
あ
り
ま
し
一
係
の
方
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

た
、
市
立
図
書
館
の
利
用
方
法

一

倍
図
書
館
の
い
ろ
/
¥
な
準

に
つ
い
て
、
い
ろ

f
'
¥
研
究
し

一備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
体
今

主
し
た
と
こ
ろ
、
と
の
度
読
書

一
月
の
二
十
日
頃
よ
り
実
施
い
?

週
間
を
期
し
て
、
市
教
育
委
員

一
し
ま
す
か
ら
、
御
承
知
下
さ
い
。

会
、
市
立
図
書
館
、
各
公
民
館

一

叉
こ
の
「
貸
出
文
庫
」
に
っ

と
こ
の
具
体
的
方
法
を
協
議
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
市
街

地
を
遠
く
は
な
れ
た
所
で
は
、

市
立
図
書
館

へ
出
向
い
て
本
を

借
り
た
り
す
る
と
と
は
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
公
民
館
え
図
書
館

よ
り
「
貸
出
文
庫
」
を
つ
く
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
貸
出
文
庫
」
か
ら
本
を

借
り
る
の
は
勿
論
無
斜
で
す
口

ま
た
借
り
る
手
続
は
簡
単
に
出

児

童

紙

芝

居

コ

ン

yレ

ク

青
少
年
保
護
育
成
運
動
の
一

一
等
「
太

「
の
夢
」

環
と
し
で
同
喝
童
紙
芝
居
コ

ν

村
木
校
六
年
稲
沢
絹
子

グ

1
ル
魚
津
市
予
選
は
十
月
十
二
等
「
サ
ル
吉
君
の
願
い
」

五
日
村
木
小
学
校
講
堂
で
開
催

一

、
道
下
校
六
年
丸
本
美
恵
子

さ
れ
ま
し
た
。
児
童
の
描
く
将

一

一
一
一
等
「
成
る
目
の
子
供
会
」

来
の
夢
「
僕
が
大
き
く
な
っ
た

一

大
町
校
六
年
大
成
昌
彦

ら
、
私
が
大
き
く
伝
っ
た
ら
」

一街
一
「等
の
稲
沢
さ
ん
は
二
十
四

を
紙
芝
居
に
表
現
し
た
も
の
で

一
日
の
県
大
会
に
魚
津
市
代
表
と

各
授
の
競
演
の
結
果
は
次
の
と

一
し
て
出
場
し
、
=
一
等
賞
に
入
選

お
り
で
し
た
o

I

一
さ
れ
ま
し
た
。

日

頃

か

ら

い
て
い
ろ
/
¥
な
御
希
望
な
り

御
不
満
が
あ
る
思
い
ま
す
が
、

御
遠
慮
な
く
図
書
館
な
り
、
あ

な
た
の
地
域
の
公
民
館
ま
で
御

申
越
下
さ
い
。
出
来
る
だ
け
御
L

期
待
に
そ
う
よ
ろ
い

た
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

小
宮
吋
価
格
の
A
川

w
市

の
収
人
と
な
り
ま
す

刻
宮
山二
守
六
一
質
・由
訓
川
〈一個)ゴ百九
-
4h

闘喜重闘は前内で買いましょラ

球

出
張

子よ‘
恩も
誌や
っ~

Z話

暦
を
開
い
て
見
る
と
、
二
十

四
節
と
い
ろ
も
の
が
あ
り
ま
す

余
り
聞
き
馴
れ
な
い
言
葉
で
あ

り
ま
す
が
、
我
等
の
日
常
生
活

の
上
に
可
な
り
関
係
の
深
い
四

季
の
変
化
を
示
す
も
の
と
し
て

関
心
を
も
っ
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

二
十
四
節
と
い
う
の
は
、

小
繁

一

月

六

日

大
塞

一

月

二

十

目

立

春

二

'
月

四

日

雨
水

二

月

十

九

日

啓
蛍

三

月

六

日

春

分

三

月

二

十

一

日

清
明

四

月

五

日

穀
雨

四

月

二

十

一

日

立
夏

五

月

六

日

小
満

五
月
二
十
一
日

芭
種

六

日

夕

六

日

夏
至

六

月

二

十

二

日

小
著

七

月

七

日

大
暑

七

月

二
十
三
日

立

秋

八

月

八

日

処
暑

八
月
ご
十
四
日

白
露

九

月

八

日

秋
分

九

月

三

十

三

日

撃

路

十

、・

月

九

日

霜
降

十

月

二

'十
四
日

立

各

十

一

月

八

日

小
雪

十
一
月
二
十
三
日

大
雪

十

二

月

八

日

各
至

十
二
月
二
十
二
日

こ
の
様
に
一
ヶ
月
を
二
節
に
し

て
六
日
と
二
十
二
日
を
中
心
に

前
後
一
、
二
日
の
聞
に
暦
の
上

で
季
節
の
変
化
が
起
る
こ
と
を

見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
暦

の
・上
と
自
然
の
気
候
と
の
しつ
れ

が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す

が、

農
業
を
営
む
も
の
闘
芸
を

楽
し
む
も
の
、
或
は
漁
業
に
携

'

る
も
の
な
ど
、

暦
の
ご
十
四
節
・

と
自
然
の
変
化
と
を
よ
く
心
得

て
置
〈
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

来
ふ
十
一
月
二
十
三
日
の
勤

労
感
謝
の
日
も
、
二
十
四
節
で

は
「
小
雪
」
に
当
っ
て
い
ま
す
。

一
年
の
勤
労
と
生
産
に
感
謝

し
て
喜
び
合
う
こ
の
日
を
迎
え

る
と
共
に
、

暦
の
「
小
雪
」
に
J

注
意
し
て
、
多
の
準
備
を
怠
る

こ
と
の
な
い
様
心
が
け
る
べ
き

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。


